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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第68期

第１四半期連結
累計期間

第69期
第１四半期連結
累計期間

第68期

会計期間
自 平成27年４月１日
至 平成27年６月30日

自 平成28年４月１日
至 平成28年６月30日

自 平成27年４月１日
至 平成28年３月31日

売上高 (千円) 19,882,455 19,101,266 81,267,269

経常利益 (千円) 1,619,880 1,316,393 5,466,389

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(千円) 1,411,505 1,086,825 3,573,968

四半期包括利益
又は包括利益

(千円) 1,561,131 △1,359,443 △642,721

純資産額 (千円) 76,257,710 70,183,802 72,029,392

総資産額 (千円) 90,654,456 84,482,207 87,442,915

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 56.74 45.04 146.71

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) － － －

自己資本比率 (％) 84.1 83.1 82.4
 

(注) １ 当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２ 売上高には、消費税等は含まれておりません。

３ 潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

 

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営んでいる事業の内容に重要な

変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券

報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

当第１四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年６月30日）におけるわが国経済は、財政・金融

政策が景気を下支えしたものの、円高や外需減退の影響で輸出が振るわず、設備投資と個人消費も力強さを欠く等、

景気回復が足取りの重いものとなりました。

　一方、世界経済は米国で着実に景気回復が続き、欧州でも緩やかな景気回復が見られましたが、中国をはじめとす

る新興国では景気が減速し、英国のEU離脱問題の発生もあって先行き不透明感が高まっております。

　このような状況の中、当社グループの連結業績は、ハウスウエア合成樹脂製品分野の売上高が、国内及び中国にお

いて新製品販売等により増加しましたが、工業品合成樹脂製品分野の売上高が、円高進行によって海外での売上高の

円換算額が縮小したこと等により減少しました。

　この結果、売上高は191億１百万円（前年同期比96.1％）となりました。

　利益面につきましては、ハウスウエア合成樹脂製品分野の売上増と原価改善等により営業利益が12億74百万円（前

年同期比107.5％）となり、経常利益は前年同期との比較では投資有価証券売却益が減少し、為替差損が増加したこと

等により13億16百万円（前年同期比81.3％）となりました。

　また、親会社株主に帰属する四半期純利益は、10億87百万円（前年同期比77.0％）となりました。

 

セグメント別の業績は次のとおりであります。

 

（日本）

ハウスウエア合成樹脂製品分野は、新型収納ケース「プロフィックス　カバコ」をはじめとする新製品の市場投入

やプラスチック以外の素材製品の拡販で売上高が増加しましたが、工業品合成樹脂製品分野は、取引先の生産海外シ

フトに起因する電機電子等の受注減により売上高が減少しました。これにより全体の売上高は前年同期比減少しまし

たが、利益面は、ハウスウエアの売上増加と原価改善等が寄与して前年同期比ほぼ横ばいとなりました。

　この結果、当セグメントの売上高は、60億８百万円（前年同期比98.1％）となり、セグメント利益（営業利益）は

７億45百万円（前年同期比99.6％）となりました。

 

（中国）

中国においては、天馬皇冠精密工業（蘇州）有限公司で取引先の生産海外シフト等により厳しい状況が続きました

が、上海天馬精塑有限公司で工業品に比べ収益性の高いハウスウエア合成樹脂製品分野の売上が伸長しました。

　この結果、当セグメントの売上高は、66億73百万円（前年同期比97.7％）となり、セグメント利益（営業利益）は

４億44百万円（前年同期比126.2％）となりました。

 

（東南アジア）

東南アジアにおいては、好調を続けていたベトナムのTENMA VIETNAM CO., LTD.の業績が伸び悩みましたが、タイの

TENMA (THAILAND) CO., LTD.で、新設の第２工場の稼働率が向上して、収益性が改善し業績に貢献しました。

　この結果、当セグメントの売上高は、64億21百万円（前年同期比92.7％）となり、セグメント利益（営業利益）は

３億29百万円（前年同期比104.6％）となりました。
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(2) 財政状態の分析

（資産）

当第１四半期連結会計期間末の資産合計は、前連結会計年度末に比べて29億61百万円減少し、844億82百万円とな

りました。これは、受取手形及び売掛金が15億79百万円、原材料及び貯蔵品が４億72百万円、建物及び構築物（純

額）が４億27百万円、投資有価証券が４億81百万円、それぞれ減少したこと等によります。

 

（負債）

当第１四半期連結会計期間末の負債合計は、前連結会計年度末に比べて11億15百万円減少し、142億98百万円とな

りました。これは、支払手形及び買掛金が６億７百万円減少したこと等によります。

 

（純資産）

当第１四半期連結会計期間末の純資産合計は、前連結会計年度末に比べて18億46百万円減少し、701億84百万円と

なりました。これは、自己株式の消却等により利益剰余金が８億50百万円減少し、控除項目である自己株式が14億

51百万円減少したこと、及びその他有価証券評価差額金が５億10百万円、為替換算調整勘定が19億40百万円、それ

ぞれ減少したこと等によります。

 

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題について重要な変更及び新

たに生じた課題はありません。

 

(4) 研究開発活動

当第１四半期連結累計期間の研究開発費の総額は、１億２百万円であります。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 77,153,900

計 77,153,900
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成28年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成28年８月10日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 27,813,026 27,813,026
東京証券取引所
（市場第一部）

完全議決権株式かつ、権利内
容に何ら限定のない当社にお
ける標準となる株式であり、
単元株式数は100株でありま
す。

計 27,813,026 27,813,026 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成28年５月27日
(注)

△1,000,000 27,813,026 ― 19,225,350 ― 18,924,500
 

(注)　自己株式の消却による減少であります。

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できず、記載することが

できませんので、直前の基準日である平成28年３月31日現在の株主名簿により記載しております。

 

① 【発行済株式】

平成28年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 4,682,500

―
権利内容に何ら限定のない当社にお
ける標準となる株式

完全議決権株式(その他)
普通株式

24,099,800
240,998 同上

単元未満株式
普通株式

30,726
― 同上

発行済株式総数 28,813,026 ― ―

総株主の議決権 ― 240,998 ―
 

(注) 「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式61株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

平成28年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
     天馬株式会社

東京都北区赤羽
一丁目63番６号

4,682,500 ― 4,682,500 16.25

計 ― 4,682,500 ― 4,682,500 16.25
 

 

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間の役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１ 四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２ 監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成28年４月１日から平成

28年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成28年４月１日から平成28年６月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

(1)【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成28年６月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 32,141,629 32,187,457

  受取手形及び売掛金 15,807,462 14,228,833

  商品及び製品 2,291,890 2,436,185

  仕掛品 493,328 481,260

  原材料及び貯蔵品 3,334,117 2,862,114

  繰延税金資産 220,244 229,771

  その他 1,718,871 1,735,639

  貸倒引当金 △5,635 △635

  流動資産合計 56,001,907 54,160,625

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 9,415,051 8,987,649

   機械装置及び運搬具（純額） 9,263,627 8,876,163

   その他 3,389,433 3,479,690

   有形固定資産合計 22,068,111 21,343,502

  無形固定資産 3,182,265 3,066,873

  投資その他の資産   

   投資有価証券 5,116,609 4,635,588

   退職給付に係る資産 665,838 667,687

   繰延税金資産 5,042 4,790

   その他 425,433 613,768

   貸倒引当金 △22,288 △10,627

   投資その他の資産合計 6,190,633 5,911,207

  固定資産合計 31,441,008 30,321,582

 資産合計 87,442,915 84,482,207

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 9,544,639 8,937,859

  未払法人税等 574,694 380,111

  賞与引当金 862,108 792,916

  その他 3,219,641 3,004,810

  流動負債合計 14,201,082 13,115,696

 固定負債   

  役員退職慰労引当金 216,388 221,926

  退職給付に係る負債 247,516 249,286

  資産除去債務 20,287 19,160

  繰延税金負債 728,250 692,337

  固定負債合計 1,212,441 1,182,709

 負債合計 15,413,524 14,298,405
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成28年６月30日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 19,225,350 19,225,350

  資本剰余金 18,924,500 18,924,500

  利益剰余金 36,125,913 35,275,782

  自己株式 △6,793,775 △5,342,965

  株主資本合計 67,481,988 68,082,667

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 576,518 66,209

  為替換算調整勘定 3,878,627 1,939,113

  退職給付に係る調整累計額 92,130 95,692

  その他の包括利益累計額合計 4,547,275 2,101,014

 非支配株主持分 129 121

 純資産合計 72,029,392 70,183,802

負債純資産合計 87,442,915 84,482,207
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

売上高 19,882,455 19,101,266

売上原価 16,264,549 15,273,054

売上総利益 3,617,906 3,828,211

販売費及び一般管理費 2,432,504 2,554,117

営業利益 1,185,402 1,274,094

営業外収益   

 受取利息 57,324 62,115

 受取配当金 99,685 83,763

 有価証券売却益 263,584 －

 その他 32,925 26,708

 営業外収益合計 453,517 172,587

営業外費用   

 売上割引 21,472 23,391

 開業費償却 － 12,185

 為替差損 1,184 93,688

 貸倒引当金繰入額 △8,000 －

 その他 4,383 1,024

 営業外費用合計 19,038 130,288

経常利益 1,619,880 1,316,393

特別利益   

 固定資産売却益 3,556 7,819

 特別利益合計 3,556 7,819

特別損失   

 固定資産売却損 2,745 －

 固定資産除却損 25 645

 特別損失合計 2,770 645

税金等調整前四半期純利益 1,620,666 1,323,567

法人税等 209,167 236,743

四半期純利益 1,411,499 1,086,823

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主
に帰属する四半期純損失（△）

△7 △2

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,411,505 1,086,825
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年６月30日)

四半期純利益 1,411,499 1,086,823

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 262,437 △510,309

 為替換算調整勘定 △103,033 △1,939,519

 退職給付に係る調整額 △9,772 3,562

 その他の包括利益合計 149,633 △2,446,266

四半期包括利益 1,561,131 △1,359,443

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 1,561,150 △1,359,435

 非支配株主に係る四半期包括利益 △18 △8
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

該当事項はありません。

 

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

該当事項はありません。

 

(会計方針の変更等)

 
当第１四半期連結累計期間

(自 平成28年４月１日 至 平成28年６月30日)

(会計方針の変更)

　法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応

報告第32号　平成28年６月17日）を当第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以降に取得した建物附

属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

　この変更による当第１四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。
 

 

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

 

項目
当第１四半期連結累計期間

(自 平成28年４月１日 至 平成28年６月30日)

１  税金費用の計算  税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年

度の税金等調整前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を

合理的に見積り、税金等調整前四半期純利益に当該見積実効税率を乗

じて計算しております。
 

 

(追加情報)

 
当第１四半期連結累計期間

(自 平成28年４月１日 至 平成28年６月30日)

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号　平成28年３月28日）を、当第１四

半期連結会計期間から適用しております。
 

　

(四半期連結貸借対照表関係)

該当事項はありません。

 

(四半期連結損益計算書関係)

該当事項はありません。

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

 

前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
至 平成27年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年６月30日)

減価償却費 863,480千円
 

 

減価償却費 820,190千円
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(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年６月30日)

配当に関する事項

 (1) 配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成27年６月26日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 497,543 20 平成27年３月31日 平成27年６月29日
 

　

 (2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力発生日

が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

 

 (3) 株主資本の著しい変動

該当事項はありません。

 

当第１四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年６月30日)

配当に関する事項

 (1) 配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成28年６月28日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 482,609 20 平成28年３月31日 平成28年６月29日
 

　

 (2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力発生日

が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

 

 (3) 株主資本の著しい変動

自己株式の消却

当社は、平成28年５月13日開催の取締役会において、自己株式を消却することを決議し、平成28年５月27日に自

己株式1,000,000株の消却を実施いたしました。

　この結果、当第１四半期連結累計期間において利益剰余金及び自己株式がそれぞれ1,450,870千円減少しており

ます。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年６月30日)

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

 日本 中国 東南アジア 合計

売上高     

 外部顧客への売上高 6,124,899 6,832,583 6,924,973 19,882,455

 セグメント間の内部売上高
 又は振替高

47,651 29,482 － 77,133

計 6,172,550 6,862,066 6,924,973 19,959,588

セグメント利益 747,768 351,477 314,996 1,414,242
 

 

２ 報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容(差

異調整に関する事項)

(単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 1,414,242

セグメント間取引消去 △948

全社費用(注) △227,892

四半期連結損益計算書の営業利益 1,185,402
 

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない本社管理部門に係る費用であります。

 

当第１四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年６月30日)

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

 日本 中国 東南アジア 合計

売上高     

 外部顧客への売上高 6,007,746 6,672,959 6,420,560 19,101,266

 セグメント間の内部売上高
 又は振替高

27,472 33,022 7,049 67,542

計 6,035,219 6,705,980 6,427,609 19,168,808

セグメント利益 745,091 443,555 329,467 1,518,113
 

 

２ 報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容(差

異調整に関する事項)

(単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 1,518,113

セグメント間取引消去 278

全社費用(注) △244,297

四半期連結損益計算書の営業利益 1,274,094
 

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない本社管理部門に係る費用であります。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第１四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
 至 平成27年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
 至 平成28年６月30日)

１株当たり四半期純利益金額 56円74銭 45円04銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額 (千円) 1,411,505 1,086,825

普通株主に帰属しない金額 (千円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益金額 (千円)

1,411,505 1,086,825

普通株式の期中平均株式数 (株) 24,877,115 24,130,440
 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

　該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

天馬株式会社(E00857)

四半期報告書

15/18



２【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成28年８月10日

天馬株式会社

取締役会 御中

 

有限責任 あずさ監査法人
 

 

指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士   園   田   博   之   ㊞
 

 

指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士   宮   原   さ つ き   ㊞
 

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている天馬株式会社の

平成28年４月１日から平成29年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成28年４月１日から平成28

年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成28年４月１日から平成28年６月30日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期

レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

 経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

 当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

 四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

 当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

 当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、天馬株式会社及び連結子会社の平成28年６月30日現在の財政状態

及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重

要な点において認められなかった。

　

利害関係

 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以 上

 
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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